
 
 

県立厚木北高等学校  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月 10日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

ハイレベルな文武

両道により、高い

学力と豊かな人間

性を育む。 

 

①普通科・スポ
ーツ科学科の
教育課程に基
づき教育の充
実を図り、習
熟度別学習を
有効に活用し
て学力の向上
を図る。 

 
②生徒主体の生
徒会活動・行
事 運営 を 行
う。 

①普通科では、国

数英の授業を充

実させる。スポー

ツ科学科では、

国数英以外に専

門的な内容の授

業も充実させる。 

①豊かなスポーツ

ライフの実現に

向けて、日常的

にスポーツに親

し み 、 体 力 向

上、健康増進に

取り組む態度を

育成する。 

①数学、英語にお

いて習熟度別学

習を活用した授

業 を 充実 さ せ

る。 

②生徒会役員など

へ働きかけを密

に行い、主体的

な運営ができる

よう支援する。 

①教育課程に

基づき、充実

した授業が実

施できたか。 

①豊かなスポー

ツライフの実

現に向けて、

日常的にス

ポーツに親し

み体力向上、

健康増進に

取り組む態

度を育成でき

たか。 

①習熟度を生

かした授業展

開がで き た

か。 

②前年度より生

徒主体の活

動・行事運営

がな さ れた

か。 

①コロナ禍の中、十分に
授業が実施できない時
期もあったが、全体的
には教育課程に基づき
授業が実施できた。ス
ポーツ科学科では専門
的な内容の教育課程を
実施することができた。 

①豊かなスポーツライフ
の実現に向けて、テニ
スや持久走等日常的に
スポーツに親しみ、体
力向上、健康増進に取
り組む態度を授業で育
成した。 

①習熟度を生かした授業
展開ができた。 

②感染症対策を講じなが
ら、体育祭で生徒が進
行するなど生徒主体の
学校行事を行うことが
できた。 

 

①将来の目標を持たせつ
つ、日々の課題や週末課
題を課すことによって、毎
日の授業を充実させ、さ
らに家庭学習の定着を図
る。 

①豊かなスポーツライフの              
実現に向けて、日常的ス
ポーツに親しみ、体力向
上、健康増進に取り組む
態度を授業で継続して育
成していくこと。 

①外部教材を導入すること
により、習熟度別学習の
利点を生かし、生徒一人
一人の進度に合わせた
授業を展開し授業のさら
なる充実を図る。 

②事前に生徒と打ち合わせ
を行い、生徒自らが自主
的に進行をするなど、生
徒だけで運営できる場面
を増やし、各行事を活発
にしていきたい。 

 

①新型コロナウィルスの影響であ
らゆる活動が制限される中で目
標達成に向けて取り組みができ
ていることが評価できる。 

①コロナ禍でリスクの高いスポー
ツもあるが、文武両道は本校の
強みであるので、習熟度別授業
の充実と併せて取り組みを継続
することが大切である。 

①一人ひとりの進度に合わせた授
業展開は教材の取り入れ方等
に工夫が必要だが、生徒が安
心して学び進めるためには大切
なことである。 

②今後もコロナ禍での行事開催は
続くことが予想されるので、生徒
自身が感染防止対策をしっかり
と意識したうえで自発的な活動
ができるようにすることが大切で
ある。 

②現在の若者の活躍はすばらし
い。受け身ではなく、何事にも主
体性を持つことが、生徒にとって
将来に繋がる重要な要因であ
る。教育活動の様々な場面で北
高生の自治力向上につながる
ような支援が必要である。 

①学習に対する意識が向上し
てきているが、家庭学習の
定着についてはまだまだ課
題が残る。 

 
①豊かなスポーツライフの実現
に向けて、テニスや持久走
等日常的にスポーツに親し
み、体力向上、健康増進に
取り組む態度を授業で育成
したが継続することが課題で
ある。 

 
②感染症対策を講じながら、体
育祭で生徒が進行するなど
生徒主体の学校行事を行う
ことができたので、今後は生
徒が活躍できる場面を増や
すことが課題である。 

 

 

①さらなる学力向上を目
指し、各教科で適宜
課題を課すなど、家
庭学習時間を確保で
きるような工夫をする
とともに、外部教材の
導入による利点を生
かしさらなる充実を図
る。 

 
①豊かなスポーツライフ
の実現に向けて、日
常的スポーツに親し
み、体力向上、健康
増進に取り組む態度
を授業で継続して育
成していくこと。 

 
②生徒会本部役員や
各委員会委員長な
どがリーダーシップ
を発揮できるよう働
きかけ、生徒主体の
行事運営を増やす。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支
援 

部活動や行事に

主体的に取り組

み、自己肯定感を

育むとともに、規

律正しい生活を送

る校風を維持す

る。 
 

①規律正しく、安
心安全な学校
生活を維持で
きるよう指導
支援する。 

 
②部活動におけ
る、生徒の自
主 性 ・ 協 調
性、人間性の
育成をする。 

①交通安全教育を

中心に、日常生

活におけるルー

ルやマナーにつ

いて指導する。 

 

①教員間の情報共

有を密にし、スク

ールカウンセラ

ーとも連携する

ことで、きめ細や

かな支援を行

う。 

 

②部活動入部率

70％以上を目標

に入部率の向

上に努める。 

 

①交通事故件

数が昨年度より

減ったか。 

 

 

 

①ケース会議

の実施回数、ス

クールカウンセ

ラー相談件数

が昨年度より増

えたか。 

 

②入部率 70％

以上を達成でき

たか。 

①コロナ禍で分散登校期
間もあり、正確な統計を
取ることができなかっ
た。大きな事故やけが
は起こらなかった。スケ
アードストレートを実施
し、事故に関してリアリ
ティのある内容を体験
することができた。地区
交通安全大会で、交通
安全に関して研究し、
研究内容を全校生徒に
発表しフィードバックす
ることができた。 

①教員間の連携がスムー
ズに行われ、丁寧な対
応をすることで、ケース
会議は昨年度より減っ
た。カウンセラー利用件
数は 52件で 21 件増加
した。 

②入部率 63％で、目標に
は達成することはでき
なかった。 

 

①教員からの呼びかけだけ
ではなく、生徒とも協力し
て注意を喚起する。 

①教員、生徒、保護者への
情報提供を定期的に行っ
ていく。また、情報共有を
密にして、それぞれが連
携して生徒支援を行って
いく。外部機関とも連携
し、きめ細やかな対応を
実施していく。 

②部活動の意義を生徒に
伝えていく。今後部活動
紹介などを通して加入率
を上げていくなどに加え
新たな手立てを検討して
いく必要がある。入部して
いる生徒へは継続して指
導し、部活動を通し人間
性を育成していく。 

①スケアードストレートの実施等、
効果的な取り組みが行われてい
ることは評価できるが、自転車
や公共の乗り物の乗車マナーに
対して、生徒の認識が足りない
場面があると感じる。「北高生」
と一括りにされるので、さらなる
指導が必要である。 

①朝、登校指導をしていると北高
の生徒はよく挨拶をしてくれ、礼
儀正しい態度に感心させられ
る。小学生の良い手本になる。 

①スクールカウンセラーの利用件
数の増加は懸念するが、活用さ
れていることは良いことである。 

②目標の入部率に届かなかったも
のの、昨年度より５％上昇したこ
とは評価できる。引き続き部活
動の意義を発信し、with コロナ
での部活動の充実を期待する。 

②入部しない生徒の背景にも着目
する必要がある。 

①スケアードストレートの実施
や、生徒による地区交通安
全大会で実施した研究内容
を全校生徒に対し発表する
ことで、注意喚起できたが、
自転車や公共交通機関の乗
車マナーに対して、まだ認識
が低く引き続き指導が必要
である。一方で、挨拶をよく
できる等、良い面は引き続き
伸ばす。 

 
①様々な課題を抱える生徒が
多くいるが、教員間やスクー
ルカウンセラーとの連携がス
ムーズにできたことで、きめ
細かな対応ができた。引き続
き、関係者と連携し、より丁
寧な対応ができる体制づくり
が課題である。 

 
②入部率の向上につながるよ
う、誰もが参加できる部活動
の支援が必要である。 

①教員からの指導だけ
でなく、生徒会役員や
部活動と連携して生
徒同士で注意を呼び
掛ける体制づくりを進
めていく。 

 
①学年会や職員会議で
の生徒情報を共有す
ることや、スクールカ
ウンセラーや外部機
関の利用、生徒支援
の方法などの情報提
供を積極的に行って
いく。 

 
②部活動の意義を生徒
に伝えていく。学校説
明会等でのＰＲも積極
的に行えるようにした
い。 



 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月 10日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・支
援 

目標を持ち努力し

続けることで一つ

上の進路実現を

目指す生徒を育

てる。 

 

①個々の目標を
定める機会と
なる効果的な
指導を行う。 

 
②生徒のニーズ
に合った進路
実現 を 目指
す。 

①進路指導室の資
料・教材等をさら
に充実していく。 

 
①生徒のニーズに
合わせてガイダ
ンスの内容を調
整する。 

 
②様々な選択肢を
提供し個々のニ
ーズに合った情
報を提供する。 

①進路指導室

の資料・教材

が充実 した

か。 

①生徒のニー

ズに合ったガ

イダンスを提

供できたか。

(卒業前のア

ンケート) 

②個々の進路

目標に合った

情報を提供

できたか。 

①大学入学共通テスト過
去問を中心に赤本等を
充実させた。 

 
①コロナ禍ではあるが全
てのガイダンスを生徒
のニーズに合わせ全て
実施できた。卒業前の
アンケートでは 87 パー
セントの生徒がきめ細
かなガイダンスを受け
られたと感じている。 

 
②生徒の疑問には迅速な
対応を行った。 

 
②帝京大学に直接交渉し
て指定校推薦枠を１つ
増やすことができた。 

①リクルートが提供するオ
ンライン教材等を活用し
自学自習の習慣をつけさ
せていく。 

 
②新入生の学習サポートを
ベネッセからリクルートに
変更したのを機会に、よ
り本校の生徒に適したサ
ポートをしてくれる業者を
見極めていく。 

①オンライン教材の活用を継続す
る。 

 
①生徒の思いをしっかり捉え、生
徒に寄り添い、様々な選択肢を
持てる進路指導を期待する。 

 
①進学に限らず、生徒の特性を見
極めてのキャリア教育が大切で
ある。 

 
②生徒のニーズに幅広く合わせた
対応と指定校推薦枠の拡充が
評価できる。 

 
②指定校推薦枠が増えることは学
校としての強みになる。 

 

①総合型選抜を含む推薦入試
では例年並みの合格者を出
すことができた反面、一般入
試に挑戦する生徒の数が減
少している。 

 
①就職希望者の数も横ばいで
あるが、概ね希望する業種
に就職することができた。公
務員希望者については基礎
学力をつけさせていく必要が
ある。 

 
②幅広いニーズにできるだけ
対応した進路ガイダンスを実
施することができた。 

①生徒の希望する進路
実現のために、様々
な学習機会を提供・紹
介する。 

①一般入試・公務員試
験で合格させるため
に、早期からの計画
的な学習指導を行う。 

 
②業者のサービス等を
利用し、迅速かつ正
確な情報提供を行う。 

 
②総合型選抜や公募制
推薦で実績を残し、将
来的には指定校推薦
枠を増やしてもらえる
ように働きかけを続け
る。 

４ 
地域等との協
働 

地域の教育力を

積極的に活用す

る。 
 

①生徒の学習意
欲や進路意識
を高められる
ような高大連
携教育を推進
する。 

 
②部活動を通し
て地域ととも
にある学校づ
くりを進める。 

①大学のノウハウ
を参考にし、新
たな生活様式の
中にあっても実
施できる高大連
携プログラムを
検討する。 

 
②感染拡大防止対
策をとった上で、
新たな生活様式
の中でも部活動
と地域で連携で
きる事業を検討
する。 

 

①大学のノウハ
ウを参考に
し、コロナ禍
においても、
これまで培っ
てきた高大連
携教育が実
施できたか。 

②感染拡大防
止対策をとっ
た上で、新た
な方法で部
活動と地域
の連携事業
が実施できた
か。 

①神奈川工科大学が実
施したサマースクール
に参加することがでた。 

 
②小中学生の指導を直接
行うことはできなかった
が、地域の広報誌に生
徒が原稿を寄せること
ができた。 

 
②実施を断念する地域の
イベントも多く、新たな
方法での連携はあまり
実現できなかった。 

①新型コロナウィルスに配
慮しながらも、生徒の学
習意欲や進路意識を高
められるような高大連携
教育は計画する必要が
ある。 
 

②感染拡大防止対策をとる
以上、直接の指導は厳し
いかもしれないが、部活
動と地域の連携事業が
継続できるよう検討して
いく。 

①コロナ禍でも尽力していることを
評価する。 

②ここ数年具体的な取り組みが中
止になったり、十分でなかったり
したが、学校と地域との繋がり
は相互に有益であるので、特色
として継続するべきである。 

②大会の中止など成果を披露する
機会がなく、生徒のモチベーショ
ンの維持やメンタルへの影響が
懸念される。引き続き新しい形
での連携が必要である。 

②地域との連携が途切れることが
ないよう工夫が必要である。 

 

①大学のサマースクールに参
加できたことにより、これまで
培ってきた高大連携教育が
部分的ではあるが復活した。 

①今後も新型コロナウィルスに
配慮しつつ、できる限りの連
携教育を計画することが課
題である。 

②部活動と地域とのつながり
は、形を変えながらも継続で
きた。 

②部活動と地域とのつながり
が途切れないようにすること
が課題である。 

①新型コロナウィルスに
配慮しながらも、生徒
の学習意欲や進路意
識を高められるような
高大連携教育を計画
する。 
 

②感染拡大防止対策を
講じた部活動と地域
の連携事業が継続で
きるよう検討していく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒第一に安

心安全かつ快

適な教育環境

整備を進める。 

②風通しの良い職

場環境づくりを

行い、対応力の

ある学校運営

を目指す。 
 

①ICTにより学
校と家庭を連
携した学習環
境を整える。 

 
②風通しの良い
職場環境づく
りを行い、対
応力のある学
校運営を目指
す。 

①日常での学習に

ICTを効率よく活

用できるようにす

る。 

②ＩＴの活用や、ア

イデアの共有な

どにより仕事を効

率的に行い、職

員間の連携を緊

密にして、様々な

課題に柔軟かつ

スピーディに対応

する。 

 

①日常での学

習に ICT を

効率よく活用

できたか。

（生徒・職員

アンケート） 
②ＩＴの活用とア
イデアの共有
で仕事が効
率的にできた
か。（勤務時
間管理システ
ム） 

様々な課題

に柔軟かつ

スピーディに

対応できた

か。 

 

①日常での学習に ICT を

効率よく活用できるよう

にクロームブックや Wi-

Fiの環境を整備した。 

①９５％の生徒が１回以

上クロームブックを使用

できた。 

①４８％の生徒が Wi-Fi

は使いやすく、授業で

ICTを活用できたと感じ

ている。 

②共有フォルダを Teams

に移行し、効率よく活用

できるようにした。 

②マークシートを使用した

採点ができる機材を導

入し、業務の効率化を

図った。 

＊勤務時間管理システム

は利用することができ

ないものであった。 

①来年度の新入生から、1
人 1台端末制度が導入
されるので、スムーズに
移行できるようにするこ
と。来年度に向け教材の
作成等検討する。 

 
①職員については、継続し
て ICTの研修を実施し、
生徒については、活用で
きた実感を上げることが
重要。 

 
①ＩＴの活用とアイデアの共
有については、Teamsに
移行することができたの
で、それをさらに活用する
こと。 

 
②Teamsを活用して情報共
有を図ることやマークシ
ート活用のため段階的に
利用方法を検討する。 

①高度情報化社会に対応できる
力を身につけることが求められ
ている。高校での ICTを活用し
た学びを充実させ、よりよい教
育環境を整えることが重要であ
る。 

 
①小学校でも一人一台端末を活
用した学習が始まった。リモート
で北高生徒との交流なども考え
られるのではないか。 

 
①「学校に通うことが楽しい」と感じ
られる生徒を一人でも多く増や
すことが必要である。 

 
②いじめ問題は「当校にも当然あ
る」という視点に立って、弱者を
孤立させず、誰一人取り残すこ
となく卒業させられるような、明
るく風通しのよい学校運営が求
められる。 

①ICTのための Wi-Fiの環境

整備は充実してきた。一人

一台端末を活用した教材の

作成等が課題である。 

 

②マークシート等の機材は購

入できたので、業務の改善

や、授業改善に ITやマーク

シートを活用する方法を検討

する。 

①ICTに関する研修を
継続する。 

①各教科で ICT を活用
した教材を研究し、生
徒の ICT活用実感を
あげる。 

②マークシートやラジオ
ボタンなどを活用し
て、授業の知識習得
方法のバリエーション
を増やす。 

②ITの活用により採点
や調査アンケートの
集計などを効率よく行
い、生徒とコミュニケ
ーションをとる時間を
増やす。 

②生徒一人一人を気に
かけ、教員、保護者、
スクールカウンセラー
や外部機関で連携を
密にし、丁寧な対応
ができる体制を作る。 

 


